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２．指摘事項に対する検討結果

【６.トンネル坑口位置の前出し計画について】
■３号トンネル北側坑口
・Ａ-Ａ断面においてＯＦＦランプ橋計画に伴い本線橋Ａ２橋台掘削後の盛土計画が坑門工位置のコントロールとなる。
・本線Ａ２橋台の床掘が坑口付け掘削および側面切土計画と干渉する。
・ＯＦＦランプの切土・盛土計画が坑口付け掘削および側面切土計画と干渉する。
⇒坑門工位置の変更はできないが坑口付け位置をＳＬ上の３．０ｍから下半盤における型枠設置余裕０．５ｍの位置にすること
によって切土規模が縮小可能となる。（切土段数は同じ）

３号トンネル北側坑口

盛土計画

本線協Ａ２橋台掘削
後の盛土計画がコ
ントロール

３号トンネル北側坑口計画平面図 ３号トンネル北側坑口縦断図

坑口付け掘削位置を坑
門工背面から０．５ｍと
することによって切土が
縮小する。

赤色：当初計画（ＳＬ上3.0ｍ確保）
青色：変更計画（下半盤0.5ｍ確保）

0.5ｍ

3.0ｍS.L

ONランプ
ＯＦＦランプ

Ａ－Ａ断面

坑門工位置の
コントロール
法肩から小段幅
1.5ｍ確保

本線橋Ａ２橋台
掘削

ランプ橋横断図
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２．指摘事項に対する検討結果

【８.桑畑ランプの計画について】
桑畑ランプは、道路構造令に準拠し下記の設計条件で計画している。
・ランプ種別：B規格 『ランプ幅員：W=5.5m（左路肩1.5m+車線3.25+右路肩0.5m）』（拡幅除く）
・設計速度：V=25km/h （最小値）
・設計対象車両：（ランプ）セミトレーラ
【参考】現道交通量（H27）：2,006台/日（大型車 162台/日）
曲線半径は、設計速度25km/h（最小値）の特例値R=15mを採用しており、曲線半径をさらに縮小することは不可である。
※最小曲線半径は設計対象車両に関わらず、横滑りや転倒が生じないよう安全性を考慮し決定されている。

ランプ規格をB規格からD規格に変更することで、ランプ幅員の縮小は可能であるものの、縮小されるのは曲線内側であるため、
切土への影響はほとんど生じない。

ランプ規格、設計対象車両の見直しにより、コスト縮減の可能性があるため、今後の詳細な設計において検討を行う。

曲線半径R=15

曲線半径R=15

赤色：ランプ種別がＢ規格の場合
青色：ランプ種別がＤ規格の場合

ｾﾐﾄﾚｰﾗ・小型自動車の交互通行不可
⇒急カーブ+曲線拡幅なし

■ランプ規格の変更（Ｂ規格⇒Ｄ規格）により、
外側0.25m、内側1.0mの幅員縮小が可能で
あるものの、外側にある切土への影響は
ほとんど生じない。

■現道(国道168号)はセミトレーラがセン
ターラインを超えての走行となる。また、
小型自動車との離合も厳しい

現道曲線部
（ピンク：ｾﾐﾄﾚ、青：小型自動車）

縮小1.0m縮小0.25m

〇現道交通状況 〇ランプ規格の縮小

断面

※通行条件（道路構造令の解説と運用P553の要約）
Ｂ規格：路肩に小型自動車が駐車している場合に、

セミトレーラ連結車が残りの幅員を利用して
通過できる。

Ｄ規格：路肩駐車がない場合に、セミトレーラ連結車が
全幅員を利用して通過できる。
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２．２．指摘事項に対する検討結果

【９.橋梁のクリアランスについては、昨年の高知自動車道の災害事例も参考に整理がしておいた方が良い。】
高知自動車道の事例を確認するとともに、渓床勾配の確認や、想定される土石流規模に対して必要流下断面積を算定し、現在
の桁下高さが問題ないことを確認した。

高知自動車道の事例
平成30年7月の西日本豪雨により、高知自動車道上り線 立川橋（高知県大豊町）が斜面崩壊により落橋したものである。
この災害復旧には約1年を要している。

高知市

伊予三島

災害発生箇所

災害発生箇所

上り線落橋

トンネル坑口部の斜面が崩落し、橋梁上部工に土砂が堆積
し、落橋したものである。

平成30年7月豪雨土砂災害対応の記録（国土交通省四国山地砂防事務所 より引用）

上り線の落橋状況 橋台、橋脚は残っている。

復旧状況

橋梁は原型復旧している。斜面とのクリアラ
ンスは10~15m程度。山側桁下クリアランス
は2m程度と思われる。

写真1

写真1

写真2

写真3

写真3

写真2

最小桁下約2m

斜面とのクリアランス10-15m
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DL=180.00

200.00

S=図

側面図 S=1:200

左側

右側

ポストテンション方式 2径間連続PC箱桁橋

V.C.L = 20

ONラ
ンプノーズ

No.0
+14.

794

本線No16
1+

25000 34800

橋長 = 59800 (箱桁中心延長)橋長 = 39700 （ONランプ加速車線部)

深礎杭 Φ4000

深礎杭 Φ5000

ONランプ橋縦断図

沢との離隔約7m確保

果無谷との離隔は約14m以上確保
はてなしだに

流路幅約28m確保

流路幅約24m確保

傾斜区分凡例(単位：度）
果無谷の渓床勾配は10度未満であり
、土石流発生区間に該当しない

果無谷

２．指摘事項に対する検討結果
■桑畑地区ランプ
果無谷は、計画ルート付近では渓床勾配が10度未満であり、土石流発生区間・流下区間に該当しないことを確認した。

果無谷の渓床勾配は概ね10度未満と緩い

計画ルート上流の渓床勾配は、概ね30度
以上であり土石流発生域にあたる

小規模渓流には、30度程度の
渓流に土石流堆積物が分布

土石流流下経路

果無谷の渓床勾配は概
ね10度未満

土砂移動の形態の渓床勾配による目安
（土石流・流木対策設計技術指針より引用）

• 果無谷は渓床勾配が緩く土石流の堆積区間にあたり、土石流による危険性は低い。
• ランプ橋周辺の小規模渓流については、渓床勾配が急で、土石流発生の危険性がある。
• 小規模渓流については今後の調査で土砂量を確認し、流下断面についての検討を行う。
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２．指摘事項に対する検討結果
■七色地区本線

土砂移動の形態の渓床勾配による目安
（土石流・流木対策設計技術指針より引用）

傾斜区分凡例(単位：度）

七色地区は渓床勾配15度以上の
渓床勾配であり、土石流発生区
間に該当する。 D L = 1 0 0 . 0 0

1 2 0 . 0 0

1 3 0 . 0 0

1 4 0 . 0 0

1 5 0 . 0 0

1 6 0 . 0 0

1 7 0 . 0 0

1 8 0 . 0 0

1 9 0 . 0 0

1 1 0 . 0 0
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号
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渓流との離隔約18m

流路幅約22m確保

15度以上の渓床勾配

• 七色地区の渓流については、渓床勾配が急で、土石流発
生の危険性がある。

• 今後の調査で土砂量を確認し、流下断面についての検討
を行う。


